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福祉の心を
実現する

姫
路
市
は
昭
和
32
年
に「

平
和
都
市
宣

言」

、
昭
和
60
年
に「

非
核
平
和
都
市
宣

言」

を
行
い
、
手
柄
山
に
平
和
資
料
館
と

「

太
平
洋
戦
全
国
戦
災
都
市
空
爆
者
慰
霊

塔」

を
持
ち
恒
久
平
和
を
全
国
に
発
信
し

続
け
て
き
ま
し
た
。
①「

南
京
大
虐
殺」

が
な
か
っ
た
と
歴
史
を
捏
造
す
る
映
画

「

南
京
の
真
実」

上
映
の
姫
路
市
後
援
は

撤
回
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す

か
。
１
９
３
７
年
か
ら
始
ま
っ
た
日
中
全

面
戦
争
を
日
本
政
府
は「

事
変」

と
呼
び

戦
時
国
際
法
を
適
用
せ
ず
、「

守
る
必
要

は
な
い」

と
し
、
大
量
の
捕
虜
は
釈
放
す

る
か
殺
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
２

０
０
６
年
８
月
13
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集「

日

中
戦
争
・
・」

は
第
９
師
団
歩
兵
第
７
連

隊
の
記
録
が
紹
介
さ
れ「

12
日
間
で
６
６

６
７
人」

を
殺
し
た
と
あ
り
歩
兵
第
１
０

３
旅
団
山
田
栴
二
少
佐
の
日
記
に「

捕
虜

を
学
校
に
収
容
せ
し
と
こ
ろ
１
万
４
７
７

７
名
を
得
た
り
、
南
京
か
ら
の
指
示
は

『

皆
殺
せ』

と
の
こ
と
な
り」

と
し
て
い

ま
す
。
南
京
攻
略
戦
に
は
10
個
の
旅
団
が

参
加
し
、
１
旅
団
で
こ
れ
だ
け
捕
虜
を

「

処
理」

し
た
と
考
え
る
と
虐
殺
の
規
模

の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
現
在
の

日
本
政
府
の
公
式
見
解
は
１
９
９
５
年
の

「

中
国
へ
の
植
民
地
支
配
と
侵
略
は
事
実」

と
い
う
村
山
見
解
で
す
。
個
人
の
意
見
の

表
明
は
自
由
で
す
が「

映
画
は
文
化」

を

理
由
に「

市
の
後
援
は
妥
当」

と
い
う
の

は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
②「

国
は
戦
争
犠

牲
の
無
辜
の
民
、
一
般
市
民
を
顧
み
な
か

っ
た」

た
め
建
立
さ
れ
た
手
柄
山
慰
霊
塔

や
平
和
資
料
館
の
宣
伝
不
足
改
善
の
た
め

「

手
柄
山
中
央
公
園」

か
ら「

手
柄
山
平

和
中
央
公
園」

に
名
称
変
更
す
る
よ
う
求

め
ま
す
。

【

前
田
交
流
振
興
局
長
答
弁】

「

南
京
の
真
実」

映
画
上
映
会
は
文
化

で
あ
る
の
で
撤
回
し
な
い
。

非核平和都市宣言の市としての全国的役割を果たせ

日
本
共
産
党
の
森
ゆ
き
子
議
員
は
９
月
８
日
、
姫
路
市
議
会
平
成
20
年
度
第
三
回
定
例
会
の
一
般
質
問
に
た
ち
、

①
非
核
平
和
都
市
宣
言
の
役
割
を
あ
き
ら
か
に
、
に
つ
い
て
２
点
、
②
液
晶
新
パ
ネ
ル
工
場
は
正
規
・
障
害
者
の
雇

用
確
保
と
地
域
住
民
の
要
望
に
答
え
る
こ
と
に
つ
い
て
３
点
、
③
高
浜
小
学
校
区
の
児
童
増
加
に
と
伴
い
、
早
急
な

校
舎
増
設
と
学
童
施
設
の
増
設
を
、
④
学
童
保
育
の
施
設
と
運
営
の
充
実
を
に
つ
い
て
５
点
、
⑤
暮
ら
し
と
子
育
て

を
応
援
す
る
施
策
に
つ
い
て
３
点
、
計
５
項
目
に
つ
い
て
石
見
市
長
等
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

【

森
議
員
第
２
・
３
問】

「

南
京
の
真
実」
映
画
上
映
を
後
援
し

た
の
は
姫
路
市
だ
け
。
重
ね
て
撤
回
を
求

め
る
。
普
通
の
主
婦
な
ら「

市
の
後
援」

と
聞
い
た
だ
け
で
映
画
の
中
身
を
信
用
す

る
。
手
柄
山
中
央
公
園
の
平
和
を
連
想
す

る
名
称
変
更
も
重
ね
て
求
め
る
。
昨
年
８

０
０
万
円
で
で
き
た
学
童
保
育
の
お
や
つ

代
復
活
も
重
ね
て
求
め
ま
す
。

【

石
見
市
長
答
弁】

公
園
の
名
称
変
更
を

検
討
し
ま
す
。

9月定例会 日本共産党・森ゆき子議員が一般質問

史
実
ゆ
が
め
る
映
画「

南
京
の
真
実」

上
映
の
姫
路
市
後
援
撤
回
を

日
中
全
面
戦
争
に
当
時
の
日
本
政
府
は「

戦
時
国
際
法」

適
用
せ
ず

慰
霊
塔
や
平
和
資
料
館
あ
る
公
園
の
名

称
を「

手
柄
山
平
和
公
園」

に
変
更
を

「
平
和
公
園
名
称
変
更
検
討」

を
市
長
答
弁

８
０
０
万
円
の
学
童
保
育
お
や
つ
代
復
活
を

公約実現めざしてがんばります
市
会
議
員

大
脇
和
代

市
会
議
員

谷
川
ま
ゆ
み

市
会
議
員

森

ゆ
き
子

市
会
議
員

入
江
次
郎



児
童
数
増
加
が
予
想
さ
れ
る
高
浜
小
学

校
の
校
舎
増
設
の
受
け
入
れ
態
勢
は
万
全

で
す
か
。
児
童
数
が
１
２
０
人
以
上
の
学

童
保
育
は
ラ
ン
チ
ル

ム
を
利
用
し
て
い

ま
す
が
一
刻
も
早
い
専
用
施
設
増
設
を
求

め
ま
す
。

障
者
手
帳
所
持
者
が
１
万
８
３
３
１
人
、

軽
度
知
的
障
害
者
手
帳
所
持
者
が
２
７
９

人
お
ら
れ
ま
す
が
市
の
就
労
支
援
サ

ビ

ス
利
用
者
は
１
０
８
２
人
で
す
。
企
業
に

障
害
者
雇
用
の
義
務
を
果
た
さ
せ
て
い
く

た
め
ど
ん
な
対
応
を
し
て
い
る
が
、
ご
答

弁
く
だ
さ
い
。
③
新
企
業
立
地
で
山
電
白

浜
の
宮
駅
の
乗
降
客
が
大
幅
に
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
早
急
に
エ
レ
ベ

タ

設
置
を
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。
工
場

稼
動
後
の
駅
利
用
者
数
の
予
測
を
お
答
え

く
だ
さ
い
。
建
設
工
事
中
の
付
近
一
帯
の

交
通
安
全
対
策
、
交
通
整
備
計
画
を
お
答

え
く
だ
さ
い
。

【

石
川
商
工
観
光
局
長
答
弁】

山
陽
電
鉄
白
浜
の
宮
駅
の
平
成
19
年
度

乗
降
客
数
は
約
４
５
０
０
人
、
企
業
立
地

で
増
加
が
予
想
さ
れ
エ
レ
ベ

タ

設
置

【

松
本
教
育
長
答
弁】

高
浜
小
学
校
は
今
年
度
３
教
室
増
築

中
、平
成
22
年
度
に
再
度
増
築
す
る
予
定
。

学
童
保
育
園
も
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

増
築
し
た
い
。

①
市
は
約
２
億
円
の
雇
用
奨
励
金
の
期

間
を
３
年
か
ら
６
年
に
延
長
す
る
方
針
で

す
が
、
県
に
な
ら
い
正
規
雇
用
を
対
象
に

す
べ
き
で
す
。
②
市
内
に
18
歳
以
上
の
身

①
現
場
の
声
を
反
映
し
た
学
童
保
育
園

の
増
設
を
求
め
ま
す
。
児
童
数
１
０
０
名

を
越
す
施
設
が
７
つ
、
71
名
を
越
す
施
設

が
11
あ
り
ま
す
。
厚
労
省
は
１
施
設
71
名

①
手
続
き
を
き
ち
ん
と
し
な
け
れ
ば
、

支
給
か
ら
５
年
を
経
過
す
る
と
児
童
扶
養

手
当
支
給
額
を
半
額
に
減
額
す
る
制
度
を

国
が
導
入
し
ま
し
た
。
制
度
撤
回
を
国
に

求
め
、
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止
除

外
届
け
の
周
知
徹
底
を
求
め
ま
す
。
対
象

母
子
家
庭
は
何
件
で
、
５
年
以
上
経
過
し

て
い
る
件
数
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
②
国

は
妊
産
婦
検
診
費
助
成
制
度
の
補
助
を
５

回
分
か
ら
14
回
に
増
や
す
意
向
で
す
。
姫

路
市
は
補
助
を
平
成
20
年
度
に
５
回
と
し

て
い
ま
す
が
国
に
な
ら
い
更
に
拡
充
を
求

め
ま
す
。
③
重
度
肢
体
障
害
者
は
バ
ス
な

ど
優
待
乗
車
制
度
と
福
祉
タ
ク
シ

利
用

が
選
択
で
き
、
本
人
か
自
動
車
利
用
に
燃

料
費
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
が
、
視
覚

障
害
者
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
先
進
他

都
市
に
な
ら
い
視
覚
障
害
者
に
も
優
待
制

度
が
適
用
で
き
る
よ
う
に
求
め
ま
す
。
必

要
な
予
算
額
も
お
答
え
く
だ
さ
い
。

【

延
澤
健
康
福
祉
局
長
答
弁】

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
は
８
月
支
払
い

で
４
７
３
０
名
。
５
年
以
上
の
対
象
者
は

２
０
４
３
名
で
５
９
名
が
手
続
き
を
お
こ

な
わ
ず
減
額
。
約
１
４
０
０
人
の
全
て
の

視
覚
障
害
者
が
タ
ク
シ

料
金
助
成
制
度

に
変
更
し
た
場
合
の
予
算
額
は
約
２
０
０

０
万
円
か
か
る
。

暮
ら
し
と
子
育
て
応
援
す
る
施
策
の

充
実
を
求
め
ま
す

児
童
増
加
に
伴
い
、早
急
な
校

舎
増
設
と
学
童
施
設
の
増
設
を

正
規
雇
用
、
障
害
者
雇
用
を
確
保
し

地
域
住
民
の
要
求
実
現
を

以
上
の
学
童
保
育
園
へ
の
補
助
金
廃
止
期

限
を
２
０
１
０
年
と
し
て
い
ま
す
。
飾
磨

小
学
校
の
学
童
保
育
園
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
が
非
常
口
、
出
入
り
口
の
幅
、
１
１
１

名
に
対
し
て
台
所
の
コ
ン
ロ
が
１
つ
、
ト

イ
レ
は
３
箇
所
な
ど
の
不
足
が
あ
り
ま

す
。
今
後
改
善
を
求
め
ま
す
。
②
５
月
現

在
、
待
機
児
童
数
は
29
名
、
指

導
員
を
増
や
し
待
機
児
童
の
解

消
を
、
③
共
同
保
育
所
、
飾
磨

学
童
保
育
所
に
も
運
営
補
助
を

求
め
ま
す
。
④
指
導
員
の
待
遇

改
善
に
つ
い
て
、
リ

ダ

制

度
導
入
を
、
研
修
内
容
や
回
数

の
改
善
、
時
間
給
を
１
０
０
０

円
に
引
き
上
げ
を
求
め
ま
す
。

⑤
就
学
援
助
世
帯
へ
の
学
童
保

育
園
の
お
や
つ
代
補
助
に
つ
い

て
市
は
今
年
度
か
ら
お
や
つ
代

月
１
０
０
０
円
を
有
料
化
し
て

い
ま
す
。
非
正
規
雇
用
や
パ

ト
家
庭
に
と
っ
て
月
１
０
０
０
円
と
い
え

ど
負
担
で
す
。
就
学
援
助
家
庭
へ
の
補
助

復
活
を
求
め
ま
す
。

学
童
保
育
の
施
設
と
運
営
の
充
実
を

２
０
０
９
年
７
月
完
成
予
定
の
飾
磨
区
妻
鹿
の
新
液
晶
パ
ネ
ル
工
場
に

高  浜
小学校区

は
補
助
用
件
や
周
辺
施
設
整
備
も
考
え
合

わ
せ
関
係
機
関
と
協
議
調
整
を
進
め
る
。

交
通
安
全
対
策
は
小
・
中
・
高
校
に
出
向

き
説
明
会
を
お
こ
な
っ
た
。

姫路市議会本会議場で一般
質問に立つ森ゆき子市議


